






























池 田 拓 人 
目  次 
 
 
序 章 ････････････････････････････････････････････････････････････1 
第一節 研究の目的 ･･･････････････････････････････････････････････1 
 第二節 研究の方法 ･･･････････････････････････････････････････････6 
 第三節 論文の構成 ･･･････････････････････････････････････････････7 
 
第一章 柔道技術の体系化 ･･････････････････････････････････････11 
序 節 本章の目的 ･･････････････････････････････････････････････11 
 第一節 明治期における柔術諸流派の技法について ･･････････････････14 
 第二節 講道館柔道の「投技・固技」について ･･････････････････････21 
 第三節 まとめ ･･････････････････････････････････････････････････26 
 
第二章 正科採用に向けた教材化の試み ････････････････････････50 
 序 節 本章の目的 ･･････････････････････････････････････････････50 
 第一節 嘉納の柔道体系論と体育 ･･････････････････････････････････52 
 第二節 ｢体操の形｣による教材化 ･･････････････････････････････････59 
 第三節 まとめ ･･････････････････････････････････････････････････72 
 
第三章 乱取技による教授内容・方法の確立過程 ･･････････････87 
 序 節 本章の目的 ･･････････････････････････････････････････････87 
 第一節 文部省主催武術講習会による教授内容・方法の伝達 ･･････････89 
 第二節 教授内容・方法の定着の実際 ･･････････････････････････････97 
 第三節 まとめ ･････････････････････････････････････････････････105 
 
第四章 形による教授内容・方法の確立過程 ･･････････････････112 
 序 節 本章の目的 ･････････････････････････････････････････････112 
 第一節 初心者指導法の整備 ･････････････････････････････････････113 
 第二節 国民体育法の教材化 ･････････････････････････････････････121 
 第三節 競技偏重への歯止めと形への回帰 ･････････････････････････131 
 
結 論 ･･････････････････････････････････････････････････････････155 
1 
 
序  章 
 










































































































































































  序 章 研究の目的・研究の方法・論文の構成 
  第一章 柔道技術の体系化 
  第二章 正科採用に向けた教材化の試み 
  第三章 乱取技による教授内容・方法の確立過程 
8 
 
  第四章 形による教授内容・方法の確立過程 














































































































































































































「教育上ノ価値」 『剣棒図解』 『教授図解』 『筆記』 『講義』 『生理書』 『柔術及撃剣』
 (明22)  (明20) (明27) (明29)  (明33)  (明29)  (明32)
構　捕 相方ノ位捕 地取リ(乳取リ） 最初取方受方ノ心得 構　捕
［手技］
浮　落































後裸絞 肌我捕 ハダカ〆 肌我捕 裸体締捕
〆込ミ 締込捕
片手絞
突込絞 突　込 腰投ノ入掛 突　込 突　込









腕挫数種 腕シギ 腕シギ 腕　敷 腕シギ捕 腕ジキ










































































































































































































          横 　掛（三種）
横　 車
大内刈






















































































袖　   車
送   　襟
袖　   車
片 内 絞
送   　襟
 肩  　固








　　　 片手絞(並･逆) 片 手  絞 片 手 絞
　　押詰(手･足)
両 手 詰 両 手 絞
　　裸絞(前･後) 裸　　　絞 　　裸絞(一)(二)






   首挫六種 首  挫  き 首　 　  挫
並十字絞
［首固］ ［絞め］ ［首固］













足　  詰 足　  詰
足　  緘 足　  緘
［足固］ ［足固］
足　  挫 足 挫 き 足　  挫
 
  腕緘二種 腕　  緘
  腕挫三種 腕 挫 き 　　　　　腕    挫(一)(二)
逆　  指 指 挫 き 逆　  指
　 　小手挫三種  小手挫き 　　　　　　　小手挫(一)(二)(三)
































































































































































                                                  
注）
 講道館監修（1988）：嘉納治五郎大系，第 12巻，本の友社，15頁より転載。 
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